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ＪＲ連合自動車連絡会第 27 回総会 

地域公共交通の担い手であるバス産業を魅力ある産業に！ 
１０月２日、ＪＲ連合自動車連絡会は、大阪市内において、第 27 回総会を開

催した。全国から代議員・傍聴者総勢 20 人の仲間たちが参集した。ＪＲ連合か

らは尾形泰二郎事務局長、中村鉄平交通政策部長が出席した。 

冒頭、ＪＲ連合自動車連絡会の西原一英代表幹事（ＪＲ西労組西バス地本委員

長）は挨拶に立ち、「バスを動かすのは

『人』。働く者にとってよりよい労働

条件・労働環境にしていかなければな

らない。改善基準告示の見直しにおい

ても、単なる厳格化では意味がなく、

実効性のあるものにしていかなけれ

ば」と、労働政策審議会において今後

進められる議論に対する所感を述べ、

「担い手となるべき人材を確保する

ためにも、魅力あるバス産業にしてい

く必要がある」と語った。 

総会では、バス産業を取り巻く情勢について報告した後、向こう１年間の運動

展開について協議した。総会後、研修会として「バス事業における働き方改革」

について、国土交通省自動車局総務課企画室の星明彦室長から講演をいただい

た。講演の中では政府の進める自動車運送事業の働き方改革について、取り組み

の現状と今後の方向性とともに、優良事例として「健康経営」の推進や「多様な

人材、多様な働き方」への対応といったバス各社の取り組みが紹介された。その

後、参加者からは現場目線に立った質問が出され、有意義な意見交換が行われた。 

翌日は、自治労加盟の大阪交通シティバス労働組合の協力のもと、大阪市営バ

スから民営化された大阪シティバス株式会社の研修センター等の視察及び意見

交換を実施した。とりわけ、人手不足への対応として、採用活動の強化などに取

り組まれており、バス産業共通の課題として、労使一体となった取り組みが求め

られていることが確認された。 

ＪＲ連合自動車連絡会は、バス産業の魅力向上と将来にわたる持続的な発展にむ

けて、ＪＲバスで働く者の代表として一層展開していく。 


